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　訪問インタビュー第１回 

千葉県建築家協会会長　宇野武夫氏に聴く
　去る７月１７日（木）午後、ＪＳＣＡ千葉・広報委員４名

（富島・加藤・笘谷・安田）は千葉県建築家協会・宇野武夫会

長の会社を訪問して、２時間にわたりご自身のこと、作品のこ

と、構造設計者との交流についてお話を伺ったので報告いたし

ます。

　安田：今日は本題的には、建築家協会とＪＳＣＡの親睦はど

のように計れるか、お互いに困っていることはないかというこ

とを話したいと思います。最近、耐震改修の仕事をとった意匠

事務所が、構造設計者の調達ができずに指名停止になったこと

が複数件有ります。このような事件が発生する事の背景、対策

について後で伺いたいと思います。さて、せっかくお訪ねしま

したので、まず宇野さんの略歴からお願いします。

宇野：私は、大学に行ってませんから市川工業高校が最終学歴

です。経済的にそういうチャンスがなくてね。僕の親父は大工

さんで大工の息子だから子供の頃から、家をつくる人になると

思っていました。中学卒業した頃から、人が考えた建物でなく

自分で考えて作らないといけないなぁ、どこか行かないと、と

いうことで市川工業の建築科に行った。それが始まりです。

笘谷：お父さんの手伝いもしましたか？

宇野：もちろん、屋根上って野地板をトンカチで打つとか、か

んなを削るとか。中学の頃は、数学が得意だったかな。

加藤：デザインと数学とは一致するとかよくいう話で、芸術家

って数学が得意。

宇野：市川工業高校の担任が構造の実務者でもあったので。卒

業する頃は、意匠か構造どっちでもいいよねって状態でした

が、他にデザインを教える先生が、榎本設計っていうのが千葉

にあるから、そこに行ってみなよって言うんで、夏休みなんか

に模型を手伝いに行ってた。給料の多寡で会社を決める気もな

いし、大手に行く気もなく３年間だけ、どこか小さい所で勉強

したいって思ってた。（中略）

　僕が入った時には１１人位居たかな。数年経った頃、東金中

学校という指名コンペがありましてね、それに当選しまして担

当することになった。

富島：まだこういう仕事して間がないのにですね。

宇野：５，６年ですね。

笘谷：昭和何年頃ですか？

宇野：昭和４６年。一級の免許は２７歳だったかな。最短でと

れました。コンペはそのころ２，３個勝てましたね。たとえば

東金中学校は新建築（雑誌）に取材された。麻生公民館とかも

ね、いくつかの本に紹介されました。

安田：そんな若くて、もう立派な仕事されてるんですね。

一同：うーん、すごい。　

宇野：もうボチボチいいかなと思ったけど、当分出ちゃいけな

いって。それで聴講に行かせればやめないだろうって、某大学

に聴講に行かされるんですが、、、あんまり効果がないんだよ

ね。設計者がいないのに設計を教える、設計したことのない先

生がライトがどうのって言ってもね、、、。ただスライドだけ

はいっぱいある、これは自分でスライドを見ちゃった方がはや

い（笑）。それからヨーロッパに行ったんですよ。行ったって

（留学じゃなく）旅行ですよ。たまたま吉阪隆正さんの「ユネ

スコ協会の若い建築家の教育の旅」みたいな名のツアーがあり

ましてね、二週間くらいかな。イタリアとかに滞在した。やっ

ぱり自分で見なきゃダメだなと思ってそれから２０回位。（こ

の後トリノの教会についての話は、文筆及ばず中略。）

　ヨーロッパの近代建築史を全部見てやろうって思ったの、自

分の目で。これ見た、あと見てないのはこれだ。これ見なくち

ゃいかんって。医者で言うと、外科医でも年間２００例以上や

ってないと。数

見る、こなす。

建築も空間体験

して、自分で空

間を考えて、数

を見なきゃ。本

物を見なきゃ。

吉阪隆正先生と

旅をしてそれは

勉強になったん

じゃないかな。

富島：２０代でヨーロッパに飛び出して行くなんて。行きたく

ても行けなかったですよね。

宇野：雇われた頃はね、竹中、清水、そういう連中は１万５千

円だった。事務所は９千円だった、かっこ悪くて言えないよ。

そんな中で借金して行ったの。

加藤：自分に対しての先行投資ですね。

宇野：いや投資でなくて、ただ見たい。聴講行ってもつまんな

い、勉強はしたい、それで思いついた。

（中略）

安田：ではそろそろ４０代、５０代の頃を。

宇野：自分で始めたのは４２です。なんでここでやってるかっ

ていうとね。医者が居ないところは無医村っていいますね。弁

護士が居ないところは無法地帯。建築家がいない町はどういう

ところかね。生まれてお世話になって、ここに住んでるわけで

すよ。建築家はいないとまずいよねって。人口６万人。無医村

とか言われたんじゃかっこわるいし。袖ヶ浦から出ないように

して、ここに事務所をつくろうって。

　建築単体でなくて、向こう３軒両隣くらいのことを考えるこ

と、自分たちの生活空間の基本。これがよくならないと。単体

がよくても、町並みはよくならないよね。

安田：設計作品に病院が多いですよね。

笘谷：恵まれてますね。

安田：値段が高そう？（笑）。

宇野：ははは、そう見えるかもしれないが苦労もあるのよ。

富島：病院て特殊な分野で誰でもできるモノじゃないもの。

宇野：病院もたまたま縁があって。

加藤：山王病院（千葉市）もそうですよね、入り口のところが

印象的ですよね。

安田：看護学校のファサードはなにか教会的な印象がありま

す。

宇野：ああ、あれは教会っていうよりもね、ナースのキャップ

です。そのイメージです。もっとも教会もやってますけどね。


